
　
多
数
の
憲
法
学

者
に
よ
る
違
憲
判

断
、
世
論
の
60
％

前
後
に
の
ぼ
る
反

対
を
押
し
切
っ
て

安
全
保
障
関
連
法

が
成
立
し
た
。
返
す
刀
で
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
「
新
三
本
の
矢
」
を

表
明
し
、
社
会
保
障
費
の
更
な

る
削
減
を
推
進
し
よ
う
と
す
る

安
倍
政
権
。

　
来
春
の
報
酬
改
定
は
、
我
々

医
療
者
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
厳

し
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
川
上
、
川
下
の
改
革
に
よ
っ

て
推
進
が
謳
わ
れ
る
在
宅
医

療
。
こ
こ
に
も
推
進
の
お
題
目

と
は
相
反
す
る
締
め
付
け
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　
前
回
の
改
定
で
行
わ
れ
た
、

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
に
お

け
る
「
同
一
建
物
居
住
者
を
同

日
に
訪
問
診
療
し
た
場
合
」
の

大
幅
な
減
額
。
反
発
を
予
想
し

て
、「
月
2
回
以
上
行
っ
た
訪

問
診
療
の
う
ち
、
1
回
で
も
1

人
の
み
を
訪
問
し
た
場
合
は
、

同
一
建
物
居
住
者
以
外
の
高
い

点
数
を
算
定
で
き
る
」
な
ど
と

い
う
奇
妙
な
規
定
が
追
加
さ
れ

た
。
当
然
の
結
果
と
し
て
、
こ

の
規
定
を
適
用
し
た
対
応
を
と

る
医
療
機
関
は
多
く
な
る
。
す

る
と
今
度
は
そ
の
事
実
を
逆
手

に
と
っ
て
、「
非
効
率
な
訪
問

診
療
が
多
数
な
さ
れ
て
い
る
」

と
き
た
。
次
期
改
定
で
は
管
理

料
全
体
の
引
き
下
げ
が
懸
念
さ

れ
る
。

　
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
れ
ま
で

個
々
の
患
者
さ
ん
が
訪
問
診
療

の
対
象
か
否
か
は
主
治
医
の
判

断
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
も
規
制
が
か
か
り
そ
う

で
あ
る
。
判
断
基
準
に
用
い
ら

れ
そ
う
な
の
は
、
要
介
護
認
定

に
お
け
る
「
障
害
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度
（
寝
た
き
り

度
）」
と
「
認
知
症
高
齢
者
の

日
常
生
活
自
立
度
」
だ
が
、
現

場
感
覚
と
し
て
こ
れ
だ
け
で
判

定
さ
れ
る
こ
と
に
は
大
い
な
る

疑
問
を
感
じ
る
。
居
住
地
域

（
日
本
は
南
北
に
長
い
）、
交
通

事
情
、
家
族
状
況
ｅ
ｔ
ｃ
…
。

同
じ
自
立
度
で
あ
っ
て
も
、
こ

れ
ら
多
数
の
要
因
に
よ
り
必
要

度
は
千
差
万
別
で
あ
る
。
画
一

的
机
上
論
で
は
な
く
、
現
場
の

状
況
に
即
し
た
対
応
を
講
ず
る

こ
と
こ
そ
、
地
域
包
括
ケ
ア
の

「
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
い
つ

ま
で
も
」
を
実
現
す
る
途
で
あ

り
、
安
倍
政
権
の
言
う
「
介
護

離
職
ゼ
ロ
」
に
近
づ
く
ル
ー
ト

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
安
保
法

に
対
す
る
全
国
各
地
の
動
き
か

ら
、
現
場
が
声
を
出
し
続
け
る

こ
と
の
重
要
性
を
、
今
更
な
が

ら
再
認
識
す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

在
宅
医
療
に
現
場
の
声
を

　
「
春
は
あ

け
ぼ
の
。
や

う
や
う
し
ろ

く
な
り
ゆ
く

山
ぎ
は
、
す
こ
し
あ
か
り
て
、

紫
だ
ち
た
る
雲
の
細
く
た
な
び

き
た
る
」。
枕
草
子
の
出
だ
し

で
あ
る
。
作
者
の
清
少
納
言
は

春
の
夜
明
け
に
ど
の
よ
う
な
景

色
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
▼
3

月
の
夜
明
け
は
、
6
時
20
分
頃

で
あ
る
か
ら
、
山
が
白
み
だ
す

の
は
5
時
頃
で
あ
る
。
御
所
の

中
で
は
、
蛤
御
門
の
あ
た
り
か

ら
東
山
が
良
く
見
え
る
。
当
時

の
平
安
京
所
在
地
は
今
の
御
所

と
は
少
し
異
な
る
が
、
あ
ま
り

気
に
し
な
い
で
、
そ
の
季
節
、

時
刻
に
御
所
に
立
っ
て
東
山
を

見
る
こ
と
に
す
る
。
凛
と
し
た

空
気
の
中
、
大
文
字
山
の
北
の

空
が
少
し
ず
つ
明
る
く
な
っ
て

ゆ
く
の
が
見
え
た
。
か
く
し
て

春
の
物
語
は
始
ま
り
、
時
を
超

え
て
清
少
納
言
の
セ
ン
チ
メ
ン

タ
リ
ズ
ム
が
し
ば
し
の
間
あ
た

り
を
包
み
込
ん
だ
▼
私
が
勝
手

に
思
う
こ
と
だ
が
、
枕
草
子
の

冒
頭
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
大
文
字
山
か
ら
比
叡
山
に

か
け
て
の
稜
線
が
と
て
も
美
し

い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

京
都
に
は
他
に
も
い
と
を
か
し

な
と
こ
ろ
は
数
多
く
あ
る
。
文

化
と
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
景

観
。
我
々
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
接
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

れ
は
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な

く
、
と
て
も
有
難
い
も
の
で
あ

る
▼
福
祉
も
同
様
で
あ
っ
て
、

当
た
り
前
で
は
な
く
、
心
を
込

め
て
獲
得
、
維
持
、
改
善
す
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。
京
都
の
景

観
は
、
文
化
、
歴
史
と
い
う
魂

が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
価
値

が
あ
る
。
医
療
政
策
に
も
、
愛

と
い
う
魂
を
込
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。 

（
C
l
e
a
r
）

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会（
保
団
連
）は
9
月
16
日
、厚
生
労
働
省
に
対
し
て
、「
2
0
1
6

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
改
善
要
請
」
を
実
施
し
た
。
要
請
は
8
月
6
日
に
続
い
て
2

回
目
。
保
団
連
か
ら
住
江
会
長
、
鷺
坂
理
事
が
参
加
し
、
同
省
内
で
行
っ
た
。
ま
た
、
京
都

府
保
険
医
協
会
か
ら
診
療
報
酬
改
善
対
策
委
員
会
小
委
員
を
務
め
る
事
務
局
1
人
が
参
加
し

た
。
厚
労
省
か
ら
は
前
回
と
同
じ
保
険
局
医
療
課
の
田
村
課
長
補
佐
が
対
応
し
た
。

算
定
制
限
撤
廃
求
め

あ
ら
た
め
て
厚
労
省
と
交
渉

　
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
退

院
後
1
カ
月
以
内
の
算
定
制
限

に
つ
い
て
は
、
3
月
17
日
、
京

都
協
会
単
独
で
厚
労
省
に
対
し

特定疾患療養管理料

算
定
制
限
撤
廃
求
め
る
運
動

京
都
か
ら
全
国
実
態
調
査
へ
拡
が
る

て
制
限
の
撤
廃
を
求
め
て
い
る

（
本
紙
2
9
2
6
号
既
報
）。
そ

の
後
、
保
団
連
が
全
国
の
協
会

に
呼
び
掛
け
、
今
夏
実
施
し
た

全
国
調
査
結
果
で
も
、
回
答
者

の
45
・
4
％
が
廃
止
を
求
め
、

39
・
6
％
が
自
院
の
取
り
扱
い

に
限
る
べ
き
だ
と
回
答
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
報
告
し
て
、

取
扱
い
の
改
善
を
求
め
た
。
厚

労
省
は
「
現
場
か
ら
声
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
医
療
課

と
し
て
も
認
識
は
し
て
い
る
。

日
本
臨
床
内
科
医
会
か
ら
中
医

協
・
医
療
技
術
評
価
分
科
会
に

も
改
善
す
る
よ
う
意
見
が
出
さ

れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
中
医
協

審
議
の
動
向
を
見
つ
つ
、
対
応

方
針
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

し
た
。

在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理

料
の
改
善
も
要
請

　
不
合
理
是
正
に
つ
い
て
は
、

特
に
在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理

料
の
点
数
引
き
下
げ
の
撤
回

や
、
算
定
要
件
の
緩
和
等
に
つ

い
て
改
善
を
求
め
た
。

　
在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料

に
つ
い
て
、
厚
労
省
は
「
①
14

改
定
に
よ
る
実
施
回
数
に
応
じ

た
点
数
設
定
②
教
育
期
間
等
の

あ
り
方
③
複
数
医
療
機
関
で
の

算
定　
と
い
う
三
つ
の
問
題
点

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
も
の
の
、「
中

医
協
で
議
論
し
て
い
な
い
の

で
、
現
段
階
で
回
答
は
で
き
な

い
」
と
述
べ
る
に
止
ま
っ
た
。

　2015年度の特定医療費（指定難病）受給者証が９月末に交
付された。
　2015年１月から難病の医療費助成制度が新たに始まってい
るが、2015年７月31日までに継続手続きを取られた患者さん
の2015年度受給者証となる。有効期限は2015年10月１日から
2016年９月30日まで。
　有効期限が2015年９月30日までの旧証の指定医療機関欄は
「難病法に基づき指定された医療機関」という表記だが、新
しい受給者証の指定医療機関欄には患者さんが申請した医療
機関名が記載されている。
　記載された医療機関以外の指定医療機関での受診を希望さ
れる場合、患者さんに指定医療機関の追加や変更の申請を
行ってもらう必要がある。受診後、遡っての申請が可能と
なっているので、すみやかな手続きをお勧めいただきたい。
　なお、患者さんが旅行中である等の緊急その他やむを得な
い場合には、指定医療機関である限り他府県発行の受給者証
を適用することができる。
参考
京都保険医新聞・グリーンペーパー5月号　号外P.40「難病法に係るＱ
＆Ａ」（問2－3）
　http://www.hokeni.jp/newspaper/greenpaper/g225_20150526.pdf
京都府ホームページ
　http://www.pref.kyoto.jp/nanbyou/iryouhijosei.html

新・指定難病受給者証が交付される

　
9
月
25
日
に
医
療
機
関
宛
て

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
た
院
長
（
会

員
）
署
名
は
、
第
1
次
締
切
の

10
月
15
日
ま
で
に
1
9
6
筆
が

協
会
に
寄
せ
ら
れ
た
。「
ゼ
ロ

税
率
（
免
税
）の
適
用
、消
費

税
増
税
の
中
止
」
を
強
く
求
め

る
会
員
の
声
は
、
現
在
も
途
切

れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
。

　
今
署
名
は
、
11
月
19
日
の
国

会
要
請
行
動
で
の
提
出
を
予
定

し
て
お
り
、
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
が
中
核
と
な
り
全
国
の

保
団
連
か
ら
は
エ
ピ
ペ
ン
の
自

己
注
射
に
関
す
る
指
導
管
理
を

例
に
挙
げ
、「
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
た
上
で
指
導
管
理

し
、
処
方
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
わ
ず
か
1
0
0
点
と

い
う
の
は
お
か
し
い
」
と
不
合

理
点
を
指
摘
、
改
善
・
要
件
緩

和
を
要
望
し
た
。

消費税ゼロ税率と
増税中止求める声多数
会員署名にご協力を!!

各
協
会
・
医
会
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
京
都
協
会
で
は
、
さ
ら
に
会

員
の
声
を
集
約
す
る
た
め
、
再

度
10
月
23
日
に
署
名
用
紙
を
医

療
機
関
宛
て
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
す

る
こ
と
と
し
た
。
第
2
次
締
切

は
11
月
12
日
。
協
会
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
返
信
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
以
前

に
も
同
様
の
署
名
を
お
願
い
し

て
い
る
が
、
今
回
の
署
名
に
再

度
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

伏見医師会
11月 4 日（水） 午後２時～ 伏見医師会館

京都北・上京東部・西陣医師会
11月26日（木） 午後２時～ 京都府保険医協会

中京西部医師会
11月27日（金） 午後２時30分～ 中京西部医師会事務所

乙訓医師会
12月14日（月） 午後２時～ 乙訓医師会会議室

伏見医師会

地区医師会との
懇談会

との
ぜひ、ご参加
下さい！

要
請
書
を
手
渡
す
住
江
保
団
連
会
長（
中
央
）

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 1 0 月 2 0 日 第 2 9 4 4 号京 都 保 険 医 新 聞 毎月 5日･20日･25日発行( 1 )

メディカルページ http://www.healthnet.jp　保険医専用サイト http://www.hokeni.jp（ユーザー名・パスワードとも kyohoi)　メールアドレス info@hokeni.jp

主な内容

Ｔ
Ｐ
Ｐ「
大
筋
合
意
」に
抗
議 

（
2
面
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
テ
ー
マ
に
サ
ロ
ン
開
く 

（
2
面
）

「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
会
」参
加
記 

（
4
面
）



マイナンバーにも対応
万一の個人情報漏えい
に備えませんか

参
加
者
同
士
の

楽
し
い
交
流
も

　
第
2
部
で
は
、
美
味
し
い
季

節
の
フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト
と
コ
ー

ヒ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
対
応
方
法
に

つ
い
て
参
加
者
同
士
で
意
見
交

換
し
た
り
、
ひ
ろ
せ
税
理
士
法

人
の
講
師
陣
に
質
問
し
た
り

と
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
た
。

実
務
の
ポ
イ
ン
ト

詳
し
く
解
説

　
第
1
部
で
は
、
ひ
ろ
せ
税
理

士
法
人
の
河
原
義
徳
氏
を
講
師

に
、「
院
長
夫
人
の
た
め
の
わ

か
り
や
す
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
」
と
題
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
概
要
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収

集
・
利
用
・
管
理
・
廃
棄
の
た

め
に
、
決
め
な
い
と
い
け
な
い

『
15
』
の
こ
と
」
と
し
て
、
以

下
の
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
実
演
も
交
え

な
が
ら
詳
し
く
解
説
し
た
。

　
ま
ず
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
特
定
個
人
情
報
）
の
管
理
に

関
し
、
リ
ス
ク
管
理
・
効
率

性
・
コ
ス
ト
の
ど
れ
を
重
視
・

優
先
す
る
か
、
方
針
を
決
定
す

る
。
取
扱
責
任
者
、
取
扱
・
収

集
担
当
者
を
決
め
、
業
務
の
洗

い
出
し
を
す
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収
集
時
期

と
し
て
は
、
初
回
勤
務
（
業
務

依
頼
・
契
約
締
結
）
時
が
実
務

上
は
妥
当
。
既
存
従
業
員
は
マ

　
協
会
は
9
月
16
日
に
、
開
業
医
の
奥
様
向
け
セ
ミ

ナ
ー〝
ミ
ー
ミ
ー
サ
ロ
ン
〞
を
開
催
し
た
。
第
3
回
目

と
な
る
今
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
19
医
療
機
関
21
人
が
参

加
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
務
上
の
注
意
点
な
ど

を
、
寸
劇
を
交
え
た
楽
し
い
解
説
で
学
習
し
た
。

イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
す
る
時
、

リ
ス
ト
作
成
時
等
の
収
集
が
好

ま
し
い
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
受
取
り
方
法
に
つ
い
て

は
、
対
面
か
、
郵
送
か
、
メ
ー

ル
か
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
か
、
自

院
に
あ
っ
た
方
法
を
選
択
す

る
。
受
け
取
っ
た
資
料
は
特
定

個
人
情
報
と
な
る
の
で
、
し
っ

か
り
と
し
た
保
管
が
必
要
だ
と

し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収
集
時
資

料
に
つ
い
て
は
、
コ
ピ
ー
を
受

け
取
っ
た
上
で
保
存
も
し
く
は

廃
棄
す
る
か
、
そ
の
場
で
入

力
・
転
記
し
て
返
却
す
る
等
、

保
存
・
廃
棄
ル
ー
ル
を
決
定
す

る
。
取
扱
い
状
況
は
そ
の
つ
ど

記
録
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

ノ
ー
ト
も
し
く
は
エ
ク
セ
ル
等

の
管
理
表
、
シ
ス
テ
ム
の
ロ
グ

で
自
動
的
に
記
録
す
る
な
ど
記

録
手
段
を
決
定
す
る
。

　
管
理
媒
体
と
し
て
は
、
紙
媒

体
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（
エ
ク

セ
ル
・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
等
）、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
保
存
シ
ス
テ
ム
）
で
管

理
す
る
方
法
な
ど
が
考
え
ら

れ
、
利
用
記
録
手
段
や
収
集
手

段
と
の
組
み
合
わ
せ
で
考
え
る

と
良
い
。

　
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を

取
り
扱
う
情
報
シ
ス
テ
ム
や

フ
ァ
イ
ル
を
管
理
・
保
管
す
る

区
域
は
、
鍵
の
か
か
る
部
屋
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
に
し
て
、
入

退
室
を
記
録
し
制
限
を
か
け
る

必
要
が
あ
る
。
入
退
室
管
理

（
ノ
ー
ト
・
エ
ク
セ
ル
等
、

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
）、
入
室
可
能

者
の
限
定
、
持
ち
込
み
機
器

（
携
帯
ス
マ
ホ
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
・

袋
や
鞄
）
や
持
ち
出
し
記
録

（
ノ
ー
ト
・
エ
ク
セ
ル
等
）

の
制
限
、
鍵
の
管
理
な
ど
、

管
理
区
域
の
ル
ー
ル
を
決

め
、
情
報
流
出
・
紛
失
等
が

あ
っ
た
時
に
、
入
退
室
し
た

者
が
疑
わ
れ
な
い
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
大
切
と
し
た
。

　
特
定
個
人
情
報
等
を
取
り

扱
う
事
務
を
実
施
す
る
区
域

に
お
い
て
は
、
壁
で
仕
切
ら

れ
た
部
屋
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
等
で
分
離
さ
れ
た
場
所
に
す

る
な
ど
、
容
易
に
覗
か
れ
な
い

よ
う
工
夫
し
、
離
席
時
・
退
社

時
の
Ｐ
Ｃ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
ロ
ッ

ク
・
ロ
グ
オ
フ
、
シ
ャ
ッ
ト
ダ

ウ
ン
や
、
作
業
中
資
料
の
保
管

方
法
等
、
取
扱
区
域
に
お
け
る

ル
ー
ル
を
決
定
す
る
。
ま
た
、

取
扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
と
し

て
、
出
力
（
プ
リ
ン
タ
、
フ
ァ

イ
ル
の
限
定
等
）、
複
製
・
上

書
き
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
利
用
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ル
ー
ル
な
ど
の

検
討
も
必
要
と
し
た
。

　
外
部
か
ら
の
防
御
策
に
つ
い

て
は
、
監
視
カ
メ
ラ
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
・
施
錠
で

き
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
物
理

面
、
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
制

御
・
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
ソ
フ
ト
の

導
入
な
ど
シ
ス
テ
ム
面
で
、
で

き
る
こ
と
か
ら
対
策
を
と
る
。

漏
え
い
の
防
御
策
と
し
て
は
、

郵
送
や
持
ち
出
し
時
、
デ
ー
タ

や
フ
ァ
ク
ス
送
信
時
の
ル
ー
ル

を
決
め
る
。

　
廃
棄
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
す

る
時
期
（
法
令
で
定
め
ら
れ
る

保
管
期
間
に
注
意
）、
紙
等
は

焼
却
・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
、
デ
ー

タ
は
溶
解
・
物
理
破
損
・
デ
ー

タ
削
除
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
使
用
等

ど
の
方
法
で
廃
棄
す
る
の
か
を

決
め
、
外
部
委
託
す
る
場
合

は
、
廃
棄
の
証
明
書
を
発
行
し

て
く
れ
る
適
正
な
委
託
先
を
選

定
す
べ
き
と
し
た
。

実
演
し
な
が
ら
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

医業経営情報
交流カフェ

寸
劇
交
え
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
解
説

 
ミ
ー
ミ
ー
サ
ロ
ン
開
く

　
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
が
10
月
5
日
に
「
大
筋
合

意
」
に
至
っ
た
。
米
ア
ト
ラ
ン

タ
で
の
閣
僚
会
合
は
異
例
の
延

長
を
重
ね
た
上
で
強
引
に
お
し

き
っ
た
決
着
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、「
Ｔ

Ｐ
Ｐ『
大
筋
合
意
』に
抗
議
し
、

『
撤
退
』
を
強
く
要
望
す
る
」

抗
議
談
話
お
よ
び
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

持
つ
危
険
性
を
国
民
に
知
ら
せ

る
報
道
を
強
く
要
望
す
る
」
マ

ス
コ
ミ
向
け
要
望
を
発
表
し
関

係
先
に
送
付
し
た
。
談
話
は
、

生
命
と
健
康
を
守
る
医
師
の
立

場
か
ら
、
国
民
皆
保
険
の
形
骸

化
を
招
く
恐
れ
の
強
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
「
大
筋
合
意
」
に
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
か
ら
の「
撤
退
」を
強
く
要

求
。こ
の
協
定
の
調
印
・
締

結
、
国
会
で
の
批
准
・
承
認

を
行
わ
な
い
よ
う
、
同
協
定

反
対
の
一
点
で
共
同
す
る
団

体
・
市
民
と
と
も
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
表
明
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
向
け
要
望
で
は
、

「
5
年
か
か
っ
た
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
合
意
し
て
よ
か
っ
た
」
と

い
っ
た
論
調
が
報
道
で
多
く

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
も
つ
危
う
さ
、
本

質
を
も
っ
と
国
民
に
知
ら
せ

る
報
道
を
望
ん
だ
。

　
さ
ら
に
、
協
会
が
こ
れ
ま

で
交
渉
か
ら
の
撤
退
を
訴
え
て

き
た
の
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
国

民
皆
保
険
制
度
に
深
刻
な
打
撃

を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
我
が

国
の
主
権
に
も
関
わ
る
問
題
で

あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
で
あ
る

こ
と
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
単
な
る
関

税
自
由
化
に
関
す
る
協
定
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
公
的
規
制
や
産
業
保
護
政

策
を
貿
易
障
壁
と
み
な
し
て
そ

れ
を
取
り
払
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
多
国
籍
企
業
の
利
益

を
優
先
し
、
他
国
の
強
制
力
を

使
っ
て
規
制
緩
和
を
迫
る
国
際

的
仕
組
み
で
あ
る
か
ら
だ
と
説

明
。
医
療
分
野
で
は
、
薬
価
決

定
過
程
へ
の
米
国
製
薬
企
業
の

参
加
に
よ
る
薬
事
行
政
へ
の
介

入
、
混
合
診
療
の
解
禁
や
営
利

病
院
の
病
院
経
営
参
入
、
民
間

医
療
保
険
の
販
売
規
制
を
取
り

払
っ
て
の
販
売
拡
大
が
要
求
さ

れ
る
と
懸
念
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ

条
項
（
投
資
家
対
国
家
の
紛
争

解
決
）
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
皆
保
険
制
度
が
攻
撃

に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
が
払
拭
で

き
て
い
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

　
ま
た
、
協
会
も
参
加
す
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
京
都
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
7
日
、
烏
丸
四
条
で

抗
議
宣
伝
を
行
い
、
そ
の
危
険

性
を
訴
え
て
撤
退
に
理
解
を
求

め
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
施
行
さ

れ
、
各
個
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
12
桁
）
の
番
号
通
知
が
始
ま

り
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
へ
の

関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
医
療
機
関
は
他
業
種
に
比
べ

て
秘
匿
性
の
大
き
な
個
人
情
報

が
集
積
し
て
い
る
た
め
、
万

一
、
不
当
な
利
用
な
ど
に
よ
り

個
人
の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ

た
場
合
に
は
、
被
害
者
の
苦
痛

も
大
き
く
、
権
利
回
復
も
困
難

と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
医
協
会

で
は
個
人
情
報

保
護
法
の
施
行

（
2
0
0
5
年
）

よ
り
、
個
人
情

報
の
漏
え
い
に

備
え
る
保
険
を

取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
本
保
険

は
医
療
機
関
の

従
事
者
の
情
報

も
補
償
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

万
一
に
備
え
て

個
人
情
報
漏
え

い
保
険
の
加
入

を
ご
検
討
下
さ

い
。

　
資
料
の
ご
希
望
、
お
問
い
合

わ
せ
は
保
険
医
協
会
事
務
局
ま

で
。

第３回 開業医フォーラム

「新専門医制度」が
国民皆保険を壊す
究極の医療制度改革としての
専門医制度在り方見直し

日　時　10月25日（日）　午後４時～６時
※終了後、会費制懇親会を開催予定

場　所　京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ

第４回は「単科専門科開業医と新専門医制度」（11月29日）

要申込

烏
丸
四
条
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性
を

訴
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー

　今回は、延宝３年（1675年）に創業され、伏見では
最も古い歴史を持つ造り酒屋で「にごり酒」と「古酒」の
元祖蔵元である「月の桂・増田徳兵衞商店」にて開催します。

日　時 11月28日（土）午後２時30分～４時30分
集　合 午後 2時15分／地下鉄烏丸線「竹田駅・4番出口前」
 ※現地解散

場　所 月の桂・増田德兵衞商店
 （京都市伏見区下鳥羽長田町135）
定　員 25人（先着順・要申込）
参加費 会員：1,000円、非会員：2,000円

第3回 日本酒講座
好評の『日本酒講座』の第３弾！

1

赤池

城南宮南

阪
神
高
速

鴨
川

桂
川 増田德兵衞商店

Ｔ
Ｐ
Ｐ「
大
筋
合
意
」に
抗
議

皆
保
険
壊
す
協
定
か
ら
撤
退
を

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 1 0 月 2 0 日第 2 9 4 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行



器
科
医
師
の
診
察
を
求
め
、
汎

発
性
腹
膜
炎
と
診
断
さ
れ
た
。

患
者
・
家
族
に
経
過
と
今
後
の

手
術
に
つ
い
て
説
明
し
、
同

日
、
外
科
医
師
に
よ
り
再
開
腹

し
た
と
こ
ろ
、
小
腸
の
手
術
部

位
に
穿
孔
を
認
め
、
修
復
術
を

施
行
し
た
。
縫
合
部
の
離
開
を

認
め
て
、
上
行
結
腸
の
部
分
切

除
と
回
腸
人
工
肛
門
造
設
術
を

行
っ
た
。
3
カ
月
後
に
一
旦
退

院
し
、
2
週
間
後
に
再
入
院
。

人
工
肛
門
閉
鎖
術
を
施
行
し
、

術
後
経
過
良
好
で
退
院
し
た
。

な
お
、
骨
盤
リ
ン
パ
節
試
切
の

結
果
、腫
瘍
は
良
性
で
あ
っ
た
。

　
患
者
側
は
、
子
宮
全
摘
術
直

後
か
ら
腹
痛
を
訴
え
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
適
切
な
対
応

が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

重
大
な
結
果
を
招
い
た
と
し

て
、
調
停
の
後
、
訴
訟
を
申
し

立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
は
、
腸
管
合
併

症
の
た
め
婦
人
科
で
の
開
腹
時

に
手
術
施
行
に
際
し
相
当
の
困

難
を
認
め
た
が
、
結
果
と
し
て

小
腸
部
分
に
穿
孔
を
さ
せ
た
の

は
医
療
機
関
に
過
失
が
あ
っ
た

と
判
断
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
年
6
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
子
宮
頚
部
に
悪
性
を
疑
う
腫

瘍
が
あ
り
、
子
宮
全
摘
術
お
よ

び
両
側
付
属
器
切
除
術
の
適
応

は
問
題
な
い
。
患
者
は
ク
ロ
ー

ン
病
の
既
往
が
あ
り
、
小
腸
部

分
に
強
い
癒
着
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
手
術
は
慎
重
に
さ
れ

て
お
り
手
技
的
に
も
問
題
は
な

い
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、

術
後
の
痛
み
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
3
日
も
経
過
し
て
か
ら
、

患
者
側
の
希
望
で
消
化
器
科
医

師
に
診
察
依
頼
し
、
小
腸
部
分

の
穿
孔
と
の
診
断
を
つ
け
る
な

ど
対
応
が
鈍
か
っ
た
。
ま
た
、

手
術
時
に
小
腸
部
分
の
癒
着
が

強
く
困
難
を
極
め
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
術
後
に
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
で
穿
孔
の
有
無
の
確
認
が

必
要
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
患

者
は
最
終
的
に
訴
訟
を
申
し
立

て
た
が
、
裁
判
官
は
和
解
条
件

と
し
て
、
謝
罪
文
と
患
者
の
未

払
い
に
な
っ
て
い
る
医
療
事
故

に
関
係
の
な
い
医
療
費
の
徴
収

を
控
え
る
こ
と
と
若
干
の
慰
謝

料
を
提
示
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
和
解
条
件
を
認
め
る
訳
に
は

い
か
ず
、
医
療
機
関
が
和
解
を

拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
和
解
提
示

額
の
3
倍
の
判
決
額
を
言
い
渡

さ
れ
た
。
医
療
機
関
側
に
と
っ

て
は
医
療
過
誤
は
認
め
た
も
の

の
、
判
決
ま
で
の
経
緯
に
疑
問

が
持
た
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

〈
解
決
方
法
〉

　
医
療
機
関
側
の
敗
訴
に
終

わ
っ
た
。

　
Ｑ
、
胃
炎
の
患
者
さ
ん
に
ヘ

リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感
染
症
の
検
査
は
算
定
で
き
ま
す

か
？

（
50
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
子
宮
頚
部
に

腫
瘍
を
認
め
、
悪
性
腫
瘍
の
可

能
性
が
あ
っ
た
の
で
、
拡
大
子

宮
全
摘
術
お
よ
び
両
側
付
属
器

切
除
術
を
行
い
、
骨
盤
リ
ン
パ

節
の
試
切
を
施
行
し
た
。
患
者

に
は
ク
ロ
ー
ン
病
の
既
往
が
あ

り
、
小
腸
部
分
切
除
術
の
手
術

歴
が
あ
っ
た
の
で
、
手
術
時
に

小
腸
部
分
に
強
度
の
癒
着
を
認

め
た
が
、
手
術
は
特
に
問
題
な

く
終
了
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌

日
に
右
下
腹
部
の
痛
み
を
訴

え
、
そ
の
1
日
後
に
は
左
下
腹

部
に
激
し
い
痛
み
が
発
症
し

た
。
強
度
の
癒
着
部
分
の
切
除

に
よ
る
も
の
と
判
断
し
、
内
服

に
よ
り
疼
痛
緩
和
を
行
っ
た
。

そ
の
後
も
痛
み
が
続
き
、
患

者
・
家
族
の
希
望
に
よ
り
消
化

時
と
し
て
厳
し
す
ぎ
る
判
決
も
…

環
境
問
題

環
境
問
題
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2
0
1
5
年
8
月
31
日
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
東
電
福
島
原
発
事

故
最
終
報
告
書
を
公
表
し
た
。

　
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
＝International 

A
tom

ic Energy A
gency

国
際
原
子
力
機
関
〜
原
子
力
の

原
発
な
ど
平
和
的
（
と
呼
ば
れ

る
）
利
用
の
促
進
と
、
軍
事
的

利
用
（
核
兵
器
）
へ
の
転
用
防

止
を
目
的
と
す
る
国
際
機
関
。

原
発
推
進
を
旨
と
す
る
機
関
か

ら
、
東
電
・
国
に
対
し
、
厳
し

い
批
判
が
盛
り
込
ま
れ
た
報
告

が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
報
告
書
は
、
東
電
も
国
も

「
日
本
の
原
発
は
安
全
で
あ
る
」

と
「
基
本
的
な
思
い
込
み
」
を

し
、
繰
り
返
し
安
全
対
策
の
強

化
が
迫
ら
れ
る
機
会
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
繰

り
返
し
怠
っ
て
き
た
こ
と
を
厳

し
く
批
判
し
た
。
2
0
0
頁
以

上
に
及
ぶ
具
体
的
な
言
及
に
触

れ
る
余
裕
は
な
い
が
、「
安
全
」

な
福
島
原
発
が
重
大
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
そ
の
も
ろ
さ

の
根
幹
に
は
、
東
電
の
事
故
対

策
は
、
も
し
重
大
事
故
が
起

こ
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
に
対

処
す
る
た
め
に
絶
対
に
必
要
と

な
る
「
交
流
電
源
は
た
ぶ
ん
回

復
す
る
だ
ろ
う
」（
傍
線
筆

者
、
以
下
同
じ
）
を
そ
の
前
提

に
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
事
故

に
対
処
す
る
た
め
の
機
器
の
運

転
な
ど
に
必
要
な
直
流
電
源
や

高
圧
空
気
は
い
つ
で
も
確
保
で

き
る
と
思
い
込
ん
で
い
て
、
な

ん
ら
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
重
大
事

故
を
引
き
起
こ
し
、
か
つ
そ
れ

に
対
処
で
き
な
か
っ
た
根
本
原

因
で
あ
っ
た
と
断
定
し
た
。

　
原
発
事
故
に
対
す
る
国
際
基

準
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
基
準
）
は
1
〜

5
段
階
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
各

段
階
に
応
じ
て
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

福
島
原
発
で
は
そ
の
深
刻
度
が

高
い
4
・
5
段
階
の
対
策
が
、

ほ
と
ん
ど
何
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
福
島
原
発
の
事
故
は
、

起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
の

だ
と
い
え
る
。
で
は
そ
の
教
訓

は
、
今
後
に
生
か
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
？　
否
で
あ
る
。

　
4
段
階
〜
炉
心
溶
融
な
ど
過

酷
事
故
に
対
し
、
事
故
拡
大
を

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
報
告

防
ぎ
放
射
能
物
質
の
放
出
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
、
日
本
で

は
「
新
規
制
基
準
」
を
設
け
た

が
、
例
え
ば
川
内
原
発
適
合
判

断
は
、「
運
転
期
間
中
に
巨
大

噴
火
は
、な
い
だ
ろ
う
」
と
し
、

規
制
委
員
会
は
「
新
基
準
に
合

致
す
る
か
の
判
断
は
す
る
が
、

そ
れ
が
『
安
全
』
だ
と
も
言
わ

な
い
」。
ま
た
第
5
段
階
の
対

策
に
含
ま
れ
る
住
民
避
難
計
画

は
、
義
務
化
は
さ
れ
た
が
、
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
に
そ
れ
が
必
要

充
分
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

る
こ
と
が
原
発
運
転
の
条
件
な

ど
に
は
な
ら
ず
、
極
め
て
形
式

的
で
実
効
性
は
審
査
さ
え
さ
れ

な
い
。
そ
し
て
世
界
一
厳
し
い

安
全
基
準
で
す
か
ら
と
、
再
稼

働
を
強
行
す
る
。
新
し
い
安
全

神
話
と
、
新
し
い
事
故
へ
一
歩

を
踏
み
出
し
始
め
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

 

（
理
事
・
飯
田 

哲
夫
）

　
Ａ
、
内
視
鏡
検
査
に
お
い
て

胃
炎
の
確
定
診
断
が
な
さ
れ
て

お
り
、
か
つ
患
者
さ
ん
で
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感
染
症

が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
に
限
り

算
定
で
き
ま
す
。
診
療
報
酬
明

細
書
の
摘
要
欄
に
、
確
定
診
断

し
た
内
視
鏡
検
査
の
実
施
日
を

記
載
し
て
下
さ
い
。

日　時 11月５日（木）
 午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームA～C
テーマ 医療メディエータとしての経験
 ～成功例・失敗例について～
講　師 舞鶴共済病院
 医療管理課課長　南　達也 氏
申込み  10月30日（金）までに FAX（075-212-

0707）にて、地区・医療機関名・電話
番号・参加者氏名をご記入の上お申
し込み下さい。

　この交流会は、医療法上年２回義務付けられて
いる医療安全管理のための研修となります。参加
者には参加証を交付します。

医療安全担当者交流会

伊藤若冲の魅力
日　時 12月12日（土）
 午後３時～午後５時 
場　所 京都府保険医協会・
 ルームA～C
講　師 佐々木 正子氏（京都嵯峨芸術大学教授）

第16回 文化講座

参加費 無料

先着40人
要申込
参加費
無料

対　象 医師、医療事務担当者
持ち物 『公費負担医療等の手引（2015年11月版）』を必ずご持参下さい。
 ※会員に１冊無料で送付（11月中頃）。説明会当日も販売します（１冊3,200円）
【京都市会場】（内容は同一です）
日　時 ①12月16日（水）午後２時～４時
 ②12月21日（月）午後２時～４時
会　場 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ（①②とも）
【舞鶴市会場】
日　時 12月19日（土）午後２時～４時
会　場 舞鶴西総合会館３階 林業センター会議室
共　催 （一社）舞鶴医師会
【木津川市会場】
日　時 12月24日（木）午後２時～４時
会　場  木津川市中央交流会館「いずみホール」２階会議室
共　催 （一社）相楽医師会
　※ お申込みはグリーンペーパーNo.229（15年 9 月）、Ｐ19の申込書をご利用下さい。

「公費負担医療」の説明会
ややこしい公費を
 基礎から解説！
福祉医療の制度を中心に

要申込
参加費
無料

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感
染
症
検
査
に
つ
い
て

医院の維持・継続に最適！

所得減少リスクをカバーする保険として最適です。

協会の所得補償保険は
医院を維持・継続していくための費用を補償します

必要なのは
休業中の収入補償！

収入減を補う保険所得補償保険
万が一、事故やケガ、病気で「就労不能」状態になったとき
入院中だけでなく自宅療養でも

休業補償制度

休業補償制度の新しいパンフレットは本紙2943号に同封しました。
ぜひこの機会に加入のご検討をお願いします。
　現在、休業補償制度にご加入いただいている会員で、加入口数の増口ならびに加入コー
スの変更を希望される場合、12月10日までにお手続きをお願いします。年度途中での増口
はできませんので、ぜひこの機会に増口のご検討をお願いします。
　増口ならびにコース変更の保険期間開始は2016年１月１日からとなります。

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 1 0 月 2 0 日 第 2 9 4 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月 5日･20日･25日発行

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
27



医
療
と
法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
5
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

「
動
き
出
す

  

医
療
事
故
調
査
制
度
」

　
日
　
時　
11
月
29
日
（
日
）

午
後
1
時
〜
5
時

　
場
　
所　
京
都
大
学
・
芝
蘭

会
館
稲
盛
ホ
ー
ル

　
内
　
容　
講
演
①
「
医
療
事

故
調
査
制
度
の
概
要
」
山
本
和

彦
氏
（
一
橋
大
学
教
授
、
厚
生

労
働
省
「
医
療
事
故
調
査
制
度

の
施
行
に
係
る
検
討
会
」
座

長
）
②
「
診
療
行
為
に
関
連
し

ジ
ャ
ズ
に
抱
か
れ
る
時
間

 

田
野
邊 

裕
二
（
宇
治
久
世
）

　
協
会
は
「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
会
」
を
、
9
月
5
日
に
ル
ク
ラ
ブ
・
ジ
ャ
ズ
で
開
催
。
参
加

者
は
36
人
と
な
っ
た
。
恒
例
の
プ
ロ
演
奏
者
と
参
加
者
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
熱
気
あ

ふ
れ
る
夜
と
な
っ
た
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　
今
年
も
9
月
5
日
、
ル
ク
ラ

ブ
・
ジ
ャ
ズ
で
保
険
医
協
会
主

催
の
「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
会
」

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
記

念
す
べ
き
10
周
年
を
迎
え
た
こ

と
も
あ
り
、
音
楽
愛
好
家
の
会

員
や
ご
家
族
な
ど
が
多
数
参
加

さ
れ
、
例
年
以
上
の
賑
わ
い
で

し
た
。
振
り
返
れ
ば
10
年
前
、

当
時
、
副
理
事
長
の
職
に
あ
ら

れ
た
増
田
道
彦
先
生
か
ら

「
ジ
ャ
ズ
の
会
」
開
催
の
ご
案

内
を
い
た
だ
い
た
時
、
プ
ロ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
生
演
奏
を

間
近
で
聴
け
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
会
員
の
先
生
方
と
ご
一
緒

に
演
奏
で
き
る
機
会
が
得
ら
れ

た
こ
と
に
大
変
感
激
し
た
の
を

覚
え
て
お
り
ま
す
。
以
来
、
協

会
事
務
局
の
方
々
の
お
力
添
え

を
頂
戴
し
な
が
ら
、
微
力
な
が

ら
も
会
の
運
営
に
協
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
会
が
10
年
も
の
間
続

け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
何
よ

り
も
保
険
医
協
会
幹
部
の
先
生

方
を
は
じ
め
、
会
員
の
先
生
方

の
ご
理
解
と
ご
支

援
の
賜
物
で
あ
る

と
、
心
よ
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

　
毎
年
、
会
が
始

ま
り
ま
す
と
、
プ

ロ
奏
者
の
洗
練
さ

れ
た
演
奏
を
聴
き

な
が
ら
心
地
よ
い

時
間
が
流
れ
、
ほ

ろ
酔
い
気
分
の
中

で
、
非
日
常
的
な

落
ち
着
い
た
空
間

に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
居
心
地
の
良
さ
は
、
音
楽
の

嗜
好
や
ジ
ャ
ズ
音
楽
へ
の
理
解

な
ど
と
は
全
く
無
関
係
に
、
誰

も
が
ご
く
自
然
に
体
感
で
き
ま

す
。
ま
た
、
音
楽
に
抱
か
れ
た

よ
う
な
独
特
の
空
間
の
中
で
、

聴
衆
の
中
に
「
一
体
感
」
の
よ

う
な
感
情
も
生
ま
れ
、
演
奏
を

聴
く
楽
し
み
を
倍
増
さ
せ
ま

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
よ
う

に
静
粛
に
鎮
座
し
な
が
ら
聴
く

の
で
は
な
く
、
グ
ラ
ス
を
片
手

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
演
奏
を
聴

け
る
の
が
、
ジ
ャ
ズ
音
楽
の
魅

力
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
10
周
年
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
若
手
ジ
ャ
ズ
ギ
タ
リ

ス
ト
が
師
と
仰
ぐ
関
西
ジ
ャ
ズ

界
の
重
鎮
、
寺
井
豊
氏
を
中
心

と
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
が
出
演
さ

れ
、
魅
力
溢
れ
る
卓
越
し
た
演

奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
第
2
部
で
は
、
今

年
も
会
員
を
中
心
と
し
た
バ
ン

ド
演
奏
、
更
に
は
、
プ
ロ
奏
者

を
交
え
た
有
志
た
ち
に
よ
る

ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
夜
遅
く
ま
で
楽
し
い
時
間

が
続
き
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
第
一
回
目
か
ら
参

加
し
、
バ
ン
ド
演
奏
や
ジ
ャ
ム

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
会
の

お
蔭
で
、
色
々
な
方
々
と
の
素

敵
な
ご
縁
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
「
ジ
ャ
ズ
を
楽

し
む
会
」
の
開
催
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
こ
の
会
が
今
後
益
々
発
展

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

た
死
亡
の
調
査
分
析
モ
デ
ル
事

業
か
ら
の
教
訓
」
木
村
壮
介
氏

（
一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
安

全
調
査
機
構
常
務
理
事
）
③

「
医
療
現
場
に
お
け
る
対
応
と

支
援
機
関
に
よ
る
支
援
」
長
尾

能
雅
氏
（
名
古
屋
大
学
医
学
部

附
属
病
院
副
病
院
長
、
医
療
の

質
・
安
全
管
理
部
教
授
）／
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
参
加
費　
「
医
療
と
法
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
会
員
無
料
／
一
般

1
0
0
0
円
（
税
込
）

　
申
　
込　
次
の
項
目
を
メ
ー

ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て
事
務

局
ま
で
送
付

　
①
氏
名
②
所
属
③
役
職
、
担

当
業
務
④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥

フ
ァ
ク
ス
番
号
⑦
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
⑧
「
医
療
と
法
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
会
員
・
非
会
員
の

別
⑨
非
会
員
の
方
は
参
加
費
支

払
方
法
（
事
前
振
込
・
当
日
支

払
）
⑩
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
知
り
た

い
こ
と
（
事
前
質
問
）

　
振
込
先　
11
月
13
日
ま
で

（
振
込
手
数
料
も
ご
負
担
下
さ
い
）

　
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　
京

都
駅
前
支
店
（
4
3
4
）

普
通
口
座
3
0
7
3
0
0
4

　
連
絡
先　
一
般
財
団
法
人
比

較
法
研
究
セ
ン
タ
ー「
医
療
と

法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局

（
☎
0
7
5・3
1
5
・
9
9
2

2
、フ
ァ
ク
ス
0
7
5
・
3
1

5
・
9
9
3
0
、m

edical-
legal@

kclc.or.jp

）

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と

実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
労
働
条
件
の
改
善
を

求
め
、
独
裁
政
治
と
弾
圧
に
反

発
す
る
流
れ
は
一
気
に
拡
大

し
、
労
働
組
合
の
力
が
飛
躍
的

に
強
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
被

災
者
や
労
働
組
合
と
専
門
家
団

を
進
め
、
産
災
予
防
基
金
と
産

業
安
全
保
健
委
員
会
の
設
置
を

政
府
に
認
め
さ
せ
た
。「
知
る

権
利
」「
参
与
す
る
権
利
」、
危

険
な
作
業
を
「
拒
む
権
利
」
を

掲
げ
て
各
地
で
公
聴
会
を
開
い

て
、
運
動
は
韓
国
全
土
に
広

が
っ
た
。
ま
た
、
独
自
に
全
国

的
な
調
査
や
相
談
活
動
が
始

ま
っ
た
こ
と
が
こ
の
時
期
の
特

徴
で
あ
る
。
二
硫
化
炭
素
、
ト

リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
ル
エ

ン
、
水
銀
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
ク

ロ
ム
な
ど
の
中
毒
、
塵
肺
な
ど

へ
の
対
策
が
労
働
現
場
で
取
り

組
ま
れ
た
。

　
韓
国
労
働
組
合
運
動
の
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
全
国
労
働
組
合
協

議
会
（
全
労
協
・
全
国
民
主
労

働
組
合
総
連
合
の
前
身
）
が
こ

の
中
で
生
ま
れ
て
い
る
。
全
労

協
は
1
9
9
1
年
頃
か
ら
産
災

の
補
償
要
求
に
と
ど
ま
ら
ず
、

積
極
的
に
予
防
の
講
究
へ
向

吉中 丈志（中京西部）

見つめ直そうつめ直そう

24

体
と
の
連
帯
を
進
め
よ
う
と
い

う
声
が
強
ま
り
、「
労
働
と
健

康
研
究
会
」（
労
健
研
・
89
年
）

が
結
成
さ
れ
た
。
水
銀
中
毒
で

亡
く
な
っ
た
文
松
勉
少
年
の
命

日
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
7
月
を

「
産
災
追
放
の
日
」
に
定
め
て

産
業
安
全
保
健
法
の
改
正
運
動

運
動
連
合
の
結
成
と
源
進
総
合

セ
ン
タ
ー（
設
置
母
体
は
同
職

業
病
管
理
財
団
・
93
年
）
の
設

立
で
あ
る
。「
労
働
者
が
健
康

に
、
そ
し
て
安
全
に
働
く
権
利

は
、
最
も
基
本
的
な
人
権
と
し

て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
労
働
者
は
こ
の
社
会
を
つ

　
源
進
レ
ー
ヨ
ン
の
二
硫
化
炭

素
中
毒
症
の
運
動
は
個
別
職
業

病
の
運
動
で
あ
っ
た
が
、
人
医

協
に
代
表
さ
れ
る
医
師
運
動
と

結
び
つ
い
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

展
開
し
た
。
こ
の
時
期
、
労
働

者
側
で
は
産
業
災
害
労
働
者
協

議
会
（
1
9
8
7
年
）
が
新
た

に
結
成
さ
れ
、
医
療
分
野
で

は
、
健
康
社
会
の
た
め
の
歯
科

医
師
会
（
健
歯 

・
89
年
）、
健

康
社
会
実
現
の
た
め
の
薬
師

（
健
薬
・
90
年
）、
浄
い
医
療
実

現
の
た
め
の
青
年
韓
医
師
会

（
青
韓
）
な
ど
が
相
次
い
で
結

成
さ
れ
た
。
全
土
に
広
が
っ
た

韓
国
の
民
主
化
闘
争
が
産
み
落

と
し
た
相
互
作
用
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　
劣
悪
な
条
件
下
で
働
く
労
働

者
た
ち
は
、
常
に
事
故
や
産
災

く
り
、
維
持
し
、
更
新
さ
せ
る

原
動
力
で
あ
る
」
と
前
者
の
設

立
宣
言
に
そ
の
精
神
が
う
た
わ

れ
て
い
る
。

　
源
進
職
業
病
管
理
財
団
は
、

支
払
わ
れ
た
災
害
慰
労
金
の
管

理
を
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

が
、
補
償
は
目
的
の
ひ
と
つ
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
職

業
病
患
者
の
自
活
を

支
援
す
る
活
動
と
職

業
病
の
治
療
、
研
究

を
進
め
る
病
院
の
設

置
の
二
つ
が
重
要
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

源
進
総
合
セ
ン
タ
ー

と
し
て
実
現
し
た
の

で
あ
る
。
労
働
者
が

専
門
家
と
協
力
し

て
、
自
ら
医
療
と
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

か
っ
た
。
現
代
グ
ル
ー
プ
の
自

動
車
や
造
船
部
門
、
浦
項
製
鉄

な
ど
で
健
診
と
作
業
環
境
測
定

な
ど
を
実
施
し
、
騒
音
性
難

聴
、
塵
肺
、
溶
接
に
お
け
る
マ

ン
ガ
ン
中
毒
、
鉛
中
毒
（
韓
国

通
信
）、
有
機
溶
剤
（
Ｌ
Ｇ
電

子
部
品
）、反
復
作
業
工
程
（
同

電
話
交
換
）な
ど
で
も
同
様
の

調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
基

づ
い
て
専
門
家
は
新
し
い
健
診

方
法
と
診
断
基
準
を
作
成
し
、

「
予
防
の
講
究
」に
寄
与
し
た
。

　
韓
国
の
労
働
者
の
健
康
を
守

る
運
動
は
、
1
9
9
9
年
に
大

き
な
飛
躍
を
み
る
。
産
災
追
放

す
る
施
設
を
つ
く
っ
た
の
は
、

韓
国
の
歴
史
上
初
め
て
の
こ
と

だ
と
言
っ
て
よ
い
。
朴
賢
緒
理

事
長
の
説
明
に
は
「
2
0
0
0

人
の
祝
福
と
期
待
に
よ
っ
て
病

院
、
研
究
所
、
福
祉
館
か
ら
な

る
セ
ン
タ
ー
は
船
出
し
た
」
と

あ
る
。

病
院
、研
究
所
、福
祉
館
が
で
き
た

源進福祉館で協会訪韓団との記念撮影（2013）

館内に掲げてある二硫化炭素中毒患者の写真

日　時　11月7日（土）午後2時30分～4時30分
場　所　京都府保険医協会・ルームA～C
講　師　三菱京都病院
　　　　院長補佐兼呼吸器外科部長
　　　　京都府国保連合会審査委員
　　　　　　　 山下 直己氏

　

カリキュラムコード：
　45）呼吸困難　46）咳・痰　47）誤嚥　79）気管支喘息

日常診療における
呼吸器疾患と保険上の留意点

第657回 社会保険研究会

筆者（右）も演奏に参加

基
金
国
保

９日
（月）

10日
（火） 労　

災

10日
（火）

○ ◎（※） ◎（※）

11月のレセプト受取・締切

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金  ９時～17時30分
　　　　　国保  ８時30分～17時15分
　　　　　労災  ８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　８～10日 ８時～24時

　日常診療においてしばしば遭遇する
呼吸器疾患は、気管支喘息、COPD（慢性閉塞性肺疾患）、
肺がん、呼吸器感染症の４大疾患です。これら４大疾患
は、喫煙や大気汚染など環境要因の悪化や急速に進む人
口の高齢化と密接な関係がみられ、今後ますます増加する
と予想されています。
　日本における2014年度の死亡原因の１位は悪性新生物
で、このうち肺がんの割合が最も多くなっています。３位
は呼吸器感染症で10位がCOPDになっています。世界的
にみるとWHOは2020年度の死亡原因を、３位COPD、４
位呼吸器感染症、５位肺がんと予測しています。
　これら４大呼吸器疾患を中心に当院で診療を行った症
例を提示し、解説いたします。先生方の今後の実地臨床
のお役に立てましたら幸いです。

「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
会
」が
10
周
年

文
化
企
画

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 1 0 月 2 0 日第 2 9 4 4 号 京 都 保 険 医 新 聞毎月 5日･20日･25日発行 ( 4 )


